日本私法学会個別報告申請書類
	ふりがな
	

	氏名
	

	現職
	


	連絡先
	住所：

TEL：
E-Mail：

	報告題目
	


	略歴

	生年月日
	西暦　　　　年　　月　　日

	学歴
（大学以降）
	（記入例：この欄は消さないで下さい）
1990年4月～1994年3月　○○大学××学部
1996年4月～1998年3月　△△大学大学院□□研究科修士課程
1998年4月～2002年3月　▽▽大学大学院◇◇研究科博士後期課程

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	職歴
	（記入例：この欄は消さないで下さい）
1994年4月～1996年3月　●●商事株式会社××務部
2002年4月～2004年9月　▲▲大学■■学部講師
2004年9月～2006年3月　▲▲大学■■学部助教授
2006年4月～　　　　　　 ▼▼大学大学院◆◆研究科准教授

	
	

	
	

	
	




	主要業績目録　※個別報告と関連する論文１点を注記（○）すること

	（記入例：この欄は消さないで下さい）
○「瑕疵担保責任に関する基礎的考察（一）～（三・未完）」法協107巻2号171－243頁、6号895－998頁（以上、1990年）108巻5号735－834頁（1991年）
　「振込取引の法的構造」中田裕康＝道垣内弘人編『金融取引と民法法理』（有斐閣、2000年）
　『契約責任の帰責構造』（有斐閣、2002年）

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	





	個別報告の要旨（4000字以内）

	


（計　　　　字）
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